平成３０年度　第１回
市立室蘭看護専門学院運営協議会・会議録（要旨）
日　時　：　平成３０年６月２５日（月）午後６時４５分～
会　場　：　市立室蘭看護専門学院　２階　研究室
出席者　：　会　長　　金　戸　宏　行　（市立室蘭看護専門学院　学院長）

委　員　　稲　川　昭　　　（室蘭市医師会　会長）

前　田　征　洋　（室蘭市医師会　副会長）
　　　　　　　　　　　　　松　本　朋　史　（登別市　保健福祉部長）
　　　　　　　　　　　　　塚　田　秀　子　（製鉄記念室蘭病院　看護部長）

成　田　栄　一　（室蘭市　保健福祉部長）

　　熊　谷　広　美　（市立室蘭総合病院　看護局長）

　　事務局　：　山本学務課長、髙橋副学院長、大谷主幹、篠原主幹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【事務局】　山本学務課長
18：45　平成３０年度第１回市立室蘭看護専門学院運営協議会を開催します。
＞運営協議会委員の選任について、委員の改選期にあたりますが全委員の再任が決定。
＞学院職員の異動は、今年３月末で１名退職、市立室蘭総合病院へ１名異動、４／１付で、市立室蘭総合病院で昨年度まで嘱託職員として勤務していた１名が新人職員として配属。
専任教員の資格取得のため、５／８～２／１５までの間、札幌市で開催の教員養成講習会を受講。
＞会議次第、１「会長の選任」について、６／１１付けで運営協議会委員の改選期となりましたので、市立室蘭看護専門学院運営協議会規則第3条第１項に基づき委員の互選により会長を選任したい。
【松本委員】
＞事務局一任
【事務局】　山本学務課長

＞事務局一任の声がありましたが、よろしいですか。

【委員】
＞異議なし

【事務局】　山本学務課長
＞異議なしとのことですので、事務局として本学院長の金戸委員に引き続き会長をお願いしたい。

【委員】
＞異議なし

【事務局】　山本学務課長

＞それでは、金戸委員に会長をお願いし、この後の議事進行をお願いします。

【金戸会長】
＞会長に指名されました金戸でございます。

＞会議次第に沿って進めます。会議次第、２「職務代理者の選任」は規則第3条第3項により

会長が指名することとなっており、室蘭市保健福祉部長の「成田委員」を指名します。

＞次に、会議次第３の報告事項（１）「平成２９年度年間事業計画実施状況」から、（６）「平成

２９年度予算執行状況及び平成３０年度予算概要」までを事務局から一括して説明をお願いし
ます。
＞なお、質問等については（１）～（６）の説明が終わってから、お受けすることといたします。
【事務局】　大谷主幹　
■平成２９年度年間事業計画実施状況について（Ｐ１　資料１）
＞本学院の理念にかかげているヒューマニティーの醸成をねらいとして港まつりの市民踊り
や介護保険施設、リレーフォーライフ等のボランティア活動に参加。
＞本学院の魅力をアピールするため７／１５に学院祭を兼ねてオープンキャンパスを実施。
オープンキャンパスには約１００名が参加。
＞２月の第１０７回看護師国家試験で既卒生４名を含む計７０名が受験し、６９名が合格。
＞３月の卒業式には６６名が卒業。西胆振圏内の医療機関には５５名が入職。
■平成３０年度年間事業計画予定について（Ｐ２　資料２）
＞４月に６１名の入学式。例年８月に実施していた３学年の研修旅行は４月に実施。

＞その他の行事内容に大きな変更はなく、昨年度どおり行事運営を行う予定。
【事務局】　髙橋副学院長

■平成２９年度看護師国家試験合格状況について（Ｐ３　資料３）

＞国家試験の必修問題は不適切問題が２問あり、５０問出題のうち３９点で合格とボーダーラ

インが切られています。問題として適切であるが、必修問題として妥当ではないという問題が
６問あり、この問題で不正解となった場合、採点対象から除外する対応がとられました。
最大で４２問３４点で合格した受験生が発生。当学院もこの措置で数名の受験生が救われてい
ます。一般・状況設定問題に関しては、２４７点中１５４点でボーダーラインとなっています
が、昨年度より若干上回っている。６割の正解率で合格となっているのが現状。
＞平成２９年度の現役受験生６６名、既卒生４名で合計７０名が受験。

既卒生の４名は合格。

現役生の１名は不合格。　

■平成２９年度卒業生の進路状況について（Ｐ４　資料４）

＞平成２９年度卒業生の進路状況は６６名が卒業。
＞就職者は、６５名。
就職した６４名中、室蘭市が４７名、登別市が８名就職しており、全体の８３・３％が西胆振に就職。
道内では、札幌に５名、小樽に２名が就職。道外に３名が就職。
進学は１名、助産士資格取得のため専門学校に進学。
【事務局】　山本学務課長
■平成３０年度入学試験等の状況について（Ｐ５　資料５）

＞平成２６年度から平成３０年度の一般・社会人・機関推薦全体の入学試験の出願者数・受験
者数・入学者数について室蘭市・登別市・伊達市３市内の各出身高等学校別、３市以外の出身

高等学校別合計に分類。

＞平成３０年度の状況

室蘭市内６校で出願者７７名、受験者７４名、入学者３４名。
登別市内２校では、出願者２３名、受験者２０名、入学者４名。
伊達市内２校では、出願者１７名　受験者１７名、入学者９名。
室蘭・登別・伊達地域の合計は、出願者１７７名、受験者１１１名、入学者４７名。
３市以外の合計は、出願者７３名、受験者６９名、入学者１４名。
全体の合計は、出願者１９０名、受験者１８０名、入学者６１名。
＞前年度の入学試験結果と比べ、３市からの出願者数、受験者、入学者とも前年を上回る数であった一方、３市以外の高等学校からの出願者数、受験者、入学者数とも前年を大きく下回る。

＞入学者内訳は、３市の高校出身者が全体の７７％、３市以外が全体の２３％となっている。

＞依然として入学定員数８０名を大きく下回っているが、入学者数については、入学生確保の取り組み強化の一環として実施したホームページの改変による学校PRの強化、一般入試の合格発表日の前倒しなどにより、入学生が前年度より６名増となっていることからも、わずかながら一定程度の効果はもたらされたものと考える。

＞一般・社会人・機関推薦の入試区分別の状況について（Ｐ６～８　資料５）

看護大学や他の看護師養成校の併願等による合格辞退者について報告。

受験者は１００名、機関推薦・社会人入試を除く一般合格者枠３８名に対し、１／２２発表の一般合格者は５６名。
合格通知後、入学辞退者による欠員が生じ、最終的には追加合格者１名を含めた最終合格者数
は５７名、最終入学辞退者数は３８名、入学者数は１９名となっている。
一般入試における追加合格者を加えた１／２２発表合格者に対する合格率は１・８倍、機関推薦・社会人・一般全ての試験区分全体の合格率のうち、一般入試における追加合格者を含む１／２２発表合格者に対する合格率も１・８倍となっている。
■平成２９年度予算執行状況及び平成３０年度予算概要について（Ｐ９　資料６）

＞平成２９年度歳入の決算額について、使用料として、1人年額２４０，０００円の授業料につ

いては、当初予算額として４／１付３学年全体の在籍数２４２名で、５８，０８０，０００円を
見込んでいたが、平成２９年度決算額は、４８，３６０，０００円となっている。
年度中の退学者や休学者等の発生と、当初入学者数を入学者定員８０名で見込んでいたものの、最終的には平成２９年度入学者が５５名であったことによる影響に伴い、当該年度予算比で９，７２０，０００円の減となっている。

＞平成２９年度歳入予算比で決算額に大きな影響をおよぼしたものとして、諸収入の雑入につ

いて、委託生にかかる室蘭市医師会運営負担金は、１人年額３６０，０００円に、平成２９年
度委託生数１２４名を乗じた額４４，６４０，０００円を見込んでいたが、退学者５名および
委託生取消し１名の減額分６６０，０００円あったことで、平成２９年度決算額は４２，９００
，０００円となっており、当該年度予算比で１，７４０，０００円の減となっている。
＞歳入に関しては、平成２９年度全体の歳入予算額１１２，４３２，０００円に対し、歳入決
算額は１００，６３１，４１５円となっており、１１，８００，５８５円の減収となっている。
＞平成２９年度歳出の決算額ですが、概ね例年通りの執行状況で、人件費については、当初予

算額１５８，２４９，０００円を見込んでいたが、人事異動等に伴う職員配置１名分が未配置
、事務改善見直し等による時間外勤務手当の圧縮効果等により、平成２９年度当該予算比で１６
，６９３，２５９円となり支出減となっている。
＞歳出に関しては、平成２９年度全体の歳出予算額２０２、１７２，０００円に対し、平成２
９年度全体の歳出決算額は１８２，７６２，０３９円となっており、１０，４０９，９６１円
の支出減となっている。
＞平成３０年度歳入予算は、使用料としての授業料は、３学年全体の２２７名分で５６，４００
，０００円、目的外使用料５１、０００円、手数料として入学金が４，０００，０００円、入
学試験料が１，９５０，０００円、財産収入は７７８，０００円、諸収入の貸付金元金収入が
１８０，０００円、雑入は４５，８９７，０００円、雑入（その他）２３１，０００円。
平成３０年度歳入予算としての合計金額は、１０９，４８７，０００円となっている。

対平成２９年度歳入予算比は、２，９４５，０００円減となっている。
＞平成３０年度歳出予算は、人件費が１５３，９３１，０００円、施設運営管理経費が２０，
８６３，０００円、今年度新たに予算計上したボイラー送風機の破損に伴う取替工事等に係る
施設整備費７，７１２，０００円、機材教具費が２，３８４，０００円、その他教務経費が４
，２５８，０００円、看護実習経費が６，７８８，０００円、研修経費が４，５９６，０００、

学生健康診断料が１，９６７，０００円、一般事務経費他が９４４，０００円、病院会計へ繰出
金が２，５１７，０００円、平成３０年度歳出予算としての合計金額は、２０５，９６０、０

００円となっている。
＞対平成２９年度歳出予算比は、３，７８８，０００円増となっていますが、要因は施設整備費として７，７１２，０００円を新たに当初予算として計上したことによるもの。
＞備考欄には、学生一人当りの定員経費を示している。

【金戸会長】
＞これで（１）から（６）までの説明が終わりましたが、ここまでで何か質問はございませんか。

よろしいですか。ありがとうございました。
＞会議次第４の協議事項（１）平成３１年度学生募集要項（案）について、事務局から説明お願いします。

【事務局】山本学務課長
■協議事項（１）平成３１年度学生募集要項（案）について（Ｐ１０　資料７）
＞大きな変更点について、昨年度まで学科試験として実施してきました「英語Ⅰ・英語Ⅱ」が
、高等学校学習指導要綱の改訂に伴い、平成３１年度の学科試験より「コミュニケーション英
語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ」へと試験科目の名称変更を考えています。
＞試験区分ごとの試験日時・願書受付期間について

〇社会人入試は、試験日を平成３０年１０月１３日（土）、願書受付期間は、平成３０年９月１８日（火）～９月２７日（木）まで。

〇一般入試は、平成３１年１月７日（月）と１月８日（火）、願書受付期間は、平成３０年１１月１９日（月）～１２月７日（金）まで。

〇機関推薦入試は、試験日は平成３０年１０月２８日(日)、願書受付期間は、平成３０年９月２５日(火)～１０月４日（木）まで。
試験日時欄の点線の下は、昨年度の日程となっている。
＞合格発表および合格通知は、平成３１年１月２１日（月）９時に、発表方法等は昨年度実施時と変更なし。
＞社会人入試の合格発表は、平成３０年１１月１２日（月）に合格通知書を発送予定。

＞一般入試・機関推薦入試合格者と合わせて平成３１年１月２１日（月）に合格発表を行う。
＞資料下段に、平成２８年度から平成３０年度までの過去３ケ年の一般及び機関推薦入試出願者の新卒と課年度卒の割合について示していますのでご参照ください。
【金戸会長】
＞ただいま説明のありました平成３１年度学生募集要項（案）について、ご質問等はございま

せんか。

よろしければ平成３１年度学生募集要項（案）については、原案通り進めることとしてもよろ
しいでしょうか。
ありがとうございます。原案通り進めさせていただきます。

最後に、会議次第、５その他でございますが、事務局から何かありますか。
【事務局】大谷主幹
＞事務局から一点ご報告させていただきます

＞口頭報告で申し訳ありません。
＞今年度から学校評価の一環として自己点検・自己評価の実施を考えております。

評価は厚生労働省から示されている教育理念・教育目的に関することなど９カテゴリー、１２５項目となり、対象は教職員１４名です。

結果はホームページで掲示したいと考えています。
【金戸会長】
＞質問はございませんか。

【委員】
＞どこからのものですか。

【事務局】大谷主幹

＞厚生労働省から示されている内容です。
それぞれの評価につきましては、３件法で評価するかたちとなっています。
伊達赤十字、赤十字系は自己点検・自己評価の項目を作っておりますが、他の養成所等に関しては厚生労働省の形をとっていますので、本学院もそれにならって自己点検・自己評価を実施していきます。

【委員】
＞調査が入るというわけではなく、自分たちで評価をして掲示するということですか。
【事務局】大谷主幹

＞はい。

【金戸会長】
＞ありがとうございました。

＞他に何かご質問ご意見はございませんか。

＞本日の会議は終了といたします。
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